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要旨：児童の健康な足づくりにおいては、保護者自身の足のセルフケアや足と靴への認識が重要であ
る。本研究は、長野県東信地区に所在する A 小学校保護者の足の健康や靴に関する認識を明らかにす
ることを目的とした。結果、保護者の多くが足爪のトラブルを抱えていること、靴販売店で靴を選ぶ
時に確認実施している内容、および日常に履く靴の平均購入金額が判明した。子どもの足の健康を守
るためには保護者の知識が重要であるが、十分とは言えず、今後も保護者への教育が必要である。

A．目的
　学童期は、子どもの成長発達から生活行動の
セルフケアの主体が保護者から子どもに移行す
る時期である。この時期、保護者の認識や生活
行動が子どもへ大きく影響する。よって、足の
セルフケアや靴の選定、履き方など足と靴に関
する保護者の認識が、子どもの足の健康に影響
を及ぼすといえる。
　そこで本研究は、保護者の足の健康や靴に関
する認識を明らかにすることを目的とする。本
研究の結果は、児童および保護者の健康な足づ
くりに活かす。
B．方法
　長野県東信地区に所在する A 小学校全児童の
保護者を対象にアンケート調査を行った。A 小
学校から佐久大学に依頼があり、児童の「足の
健診」を以前から実施している。アンケートは、
二神ら 1）や柿澤ら 2）の研究を参考に独自に作成し、
ドイツの整形外科靴マイスターの助言を受けた。
アンケートの配付は学校長に対し、本研究の趣
旨、方法を口頭と文書にて説明し、協力を依頼し、
同意を得た。アンケートは、研究協力者である
養護教諭を経て家庭内 1 部の配付とし、担任の
教員が該当する児童（一人っ子または第１子）
から保護者（対象者）へ渡すよう依頼した。ア
ンケートの回収は、保護者自らが返信用封筒に
封入して投函してもらうことにより、調査協力

の自由意志を保障した。
　倫理的配慮について、佐久大学研究倫理審査
委員会の承認（承認番号 :2020008）を得て実施し
た。
C．結果
　212 通を配付し、返信は 88 通（回収率 42%）
であった。保護者の性別は男性 7 人（8％）、女
性 81 人（92％）であった。
　保護者の足爪トラブルは、19 人（12.2％）の
保護者（n=87）が「特になし」と回答していた。
一方で、最も多いトラブルは「踵など足裏の角
質化（50 人、複数回答可）」であった （表 1） 。

　保護者（n=83）が日常に履く 1 足当たりの平
均購入金額は、2001 ～ 4000 円が 38 人（45.8％）
と最も多かった（表 2）。
　靴販売店で靴を選ぶとき、保護者（n=84）の
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⑥自分の足底のアーチ形状を把握している　　　　　 4 4.8 39 46.4 27 32.1 14 16.7
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4001～6000 23 27.7

6001～8000 12 14.5
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内 81 人が「②靴のつま先と足の指にゆとりがあ
ること」を確認していた（「まあまあしている」、
「いつもしている」を実施とした） （表 3）。
D．考察
　アンケートの結果より、保護者の多くは足爪ト
ラブルを抱えていることが分かった。鶏眼、胼
胝、靴ずれを含む角質トラブルが延べ 81 人と多
く、靴内での足のずれによる過角質化を意味し
ている。外反母趾と巻き爪が 33 人と多いことは、
開張足によるアーチ低下による問題、爪の切り
方の問題を示唆している。女性はむくみといっ
た足トラブルが有意に多い 3）とされており、本
研究でも「足のむくみ」がトラブルの上位にあり、
今回、対象者の 92% が女性であったことが影響
している。また、靴を選ぶ際に足裏アーチ形状
の把握と中敷き調整を行う保護者は少ないこと
から、靴の選び方・履き方に課題があることが
明確になった。更に、半数の保護者の日常靴の
平均購入金額は 4000 円以下であり、足の健康を
守ることと経済的な制限の課題が存在すると考
えられる。
E．まとめ
　学童期は、大人になった時に問題のない足を

作り出す大切な時期であり、足と靴に関しての
細心の注意が必要な時期である 4）。しかし、子ど
もの足の健康のために保護者の知識や興味関心
が重要であるが、本結果から十分とは言えない。
よって、保護者に対する足の健康やケアに関す
る意識、知識、技術を高め、靴選びと正しい靴
の履き方の習慣化へ向けた教育が必要である。
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